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一

　

問
題
の

所
在

　

大
通

結
縁
と
は

『

法
華
経
』

「

化
城
喩
品
」

に

説
か

れ

る

大
通

智
勝

如
来
の

故
事
に

も
と
つ

く
。

現
在
の

声
聞
は

、

実
は

過
去
の

大
通

智
勝

如
来
の

世
に

、

そ
の

十
六

王
子
の

『

法
華
経
』

覆
講
を

聞
き

、

将

来
仏

と

な
る

縁
を

結
ん

で

い

た

と
い

う
内
容
で

あ
る

。

　
「

大
通

結
縁
」

と

い

う
語
は

、

管
見
の

限

り
、

湛
然
の

『

法
華
文
句

　

　

　
　

　

　
（
1）

記
』

が

初
出
で

あ

り
、

証

真
の

「

三

大
部
私
記
」

に

は

し

ば

し

ば

用
い

ら
れ

て

い

る
。

近
代
に

お

け

る

天
台
教
学
の

解
説
書
に

お
い

て

『

法
華

経
』

の

主

要
な

教
相
と

し
て

大
通
結
縁
を

取
り
扱
っ

て
い

る

例
も

確
認

　
　
（
2
）

で

き
る

。

　
し

か

し
、

智
顕
の

所
説
を
検
討
し

て

み

る

と
、

大
通

結
縁
の

意
義
は

智
頻
に

お
い

て

は

と

く
に

強
調
さ
れ

て

お

ら

ず
、

む

し
ろ

湛
然
以
降
に

注
目

さ

れ

て

い

っ

た

の

で

は

な
い

か

と

考
え
ら

れ

る
の

で

あ
る

。

本
稿

の

目

的
は

、

こ

の

よ

う
な
問
題
意
識

に

も
と
つ

い

て
、

大
通
結
縁
の

意

義
が
ど

の

よ

う
に

展

開
し

て

い

っ

た

か

考
察
を
試
み
る

も
の

で

あ
る

。

印
度
學
佛
教
學
研
究
第
亠

ハ

十
三

巻
第
二

号
　
平
成
二

十
七

年
三

月

二

　
大
通

結
縁
と

種
・

熟
・

脱

　
『

法
華
経
』

に

お
い

て

大
通

智
勝
如
来
の

よ

う
な

過
去
仏
の

登

場
は

と

く
に

珍
し
い

訳
で

は

な
い

。

『

法
華

経
』

は

過
去
仏
と
の

因
縁
を

随

所
に

説
く
こ

と

で
、

そ
の

教
え
の

普
遍
性
を

自
ら

証
明
し

て

き
た

の

で

あ

る
。

　
た

だ
、

十
六
王

子
に

よ

る

『

法
華
経
』

の

覆
講

を

聞
い

た

者
が

今
の

会
座
に

お
い

て

声
聞
と

な
っ

て

い

る
こ

と

等、

大
通

智
勝
如
来
の

故

事

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　

　
　

　

　
　

　

　
　
（

3）

は

前
後
の

諸
品
と
の

関
連
に

お
い

て

も
重
要

で

あ
る

。

た

と

え
ば

、

富

楼
那

が

九
十
億
の

過

去
仏

の

み

も
と

に

あ
っ

た
こ

と
に

よ

り
現
在
は

説

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
（
4

）

法
第
一

の

弟
子
と

な
っ

た
こ

と

等
は

、

そ

の

端
緒
に

大
通

智
勝
如
来
が

あ
っ

た

と

考
え

て

矛
盾
な
い

。

　
こ

の

よ

う
に

『

法
華
経
』

に

お

け
る

大
通

智
勝
如
来
の

位

置
が

き
わ

め

て

重
要

で

あ

る

こ

と

は

確
か

で

あ

る

が
、

智

顕
説

『

法
華
玄
義
』

、

『

法
華
文

句
』

を

参
照
す
る

と
、

あ
え
て

大
通
結
縁
に

特
化
せ

ず
に

過

去
仏
と
の

関
わ

り
が
論
じ
ら

れ
て
い

る

よ

う
に

思
え
る
の

で

あ
る

。

二

〇
五
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「

大
通

結
縁
」

に

関
す
る

い

く
つ

か

の

間
題
（

神

　
達）

そ
の

根

拠

を

例

示
す
る

。

又、

異
と

は
、

余
教
は

当

機
益
物
に

し

て
、

如

来
設
化
の

意
を

説
か

ず
。

此

の

経
は

仏
の

設

教
の

元

始、

巧
み

に

衆
生
の

為
に

頓
・

漸
・

不
定
・

顕
・

密

の

種
子

を
作
す
を
明

か

す
。

中

間
に

頓
・

漸
・

五

味
を

以
て
、

調
伏
長

養
し

て

之

を

成

熟
す

。

又、

頓
・

漸
・

五

味
を
以

て

之

を
度

脱
す

。

並
び

に

脱

し
、

並
び

に

熟
し、

並
び

に

種
え
て

、

番
番
息
ま

ず
。

大
勢
威
猛
三

世

に

物

　
を
益
す

る
こ

と
、

具
さ
に

は

信
解
品
の

中
に

説
く
が

如
し

。

余
経
と

異
な

る

　
な

り
。

（
大
正

蔵一
二
ニ

ー
六
八

四
卜
）

　
こ

れ

は

『

玄
義
』

の

三

種
教
相
の

化
道
始

終
不
始
終
相
を
示

L
た
箇

所
で

あ
る

。

こ

れ

は

如
来
に

よ

る

教
化
を
種
・

熟
・

脱
（
如
来
の

三

益
）

に

よ
っ

て

説
明
し

た

も
の

で

あ
る

。

智

頻
は

そ
の

根
拠
を

「

信
解
品
」

に

求
め

て

い

る
。

　

こ

こ

で

智
顎
が

「

信
解
口
 
」

を
根
拠
と

す
る

理

由
は

詳
細
な

説
明
が

な
い

の

で

わ

か

ら

な
い

が
、

筆
者
は

教

判
論
と

の

関
連
か

ら

『

玄

義
』

　
　

　

　
　

　
　

　

　
（

5）

十
巻

教
相
に

お

け
る

引

証
を
想
起
す
る

。

こ

の

箇
所
で

智
顕
は

「

信
解

品
」

長
者
窮
子
の

譬
喩
が

五

時
五

味
の

教
判
に

合
致
す
る

こ

と

を

示
す

の

だ
が

、

智
顳
は

釈

尊
一

代
に

お

け
る

化
道
と
い

う
視
点
か

ら

長
者
窮

子
譬
を

解
釈
す
る

。

そ

れ

は
、

た

と

え

ば

法

雲
が

「

方

便
品
」

「

譬
喩

　
　

　

　
　

　
　

　

　
　

　
　

　

　
　

　
　

　

　
　

　
　

　

　
　

（

6）

品
」

の

教
説
と

の

合

致
と
い

う
目

的
で

こ

の

譬
喩
を
解
釈
し
て

い

る
こ

と

と

比
べ

て

も、

智

頻
な

ら
で

は
の

意

図
が

う
か

が

え
る

。

智

顕
が

「

信
解
品
」

を

根
拠
に

種
・

熟
・

脱
を

理
解
し
よ

う
と

し
た

理

由
を
こ

の

よ

う
に

推
測
す
る

。

も
う
一

つ

例
を

挙
げ
た
い

。

　

且

ら

く
＝ 、

段
に

約
し
て

因
縁
の

相
を
示
す

。

衆
生

、

久
遠
に

仏
の

善
巧
に

仏

二

〇
六

道
の

因
縁
を

種
え
し

む
る

を
蒙
り、

中
間
に

相
値
い

て

更
に

異
の

方
便
を
以

て

第
一

義
を

助
顕
し

而

し
て

之

を
成
熟
し

、

今
日
雨

花

動
地
し
て

如
来
の

滅

度
を
以

て

而
し

て

之

を

滅
度
し
た

ま
う

。

復
た

次
に

久

遠
を

種
と

為
し
、

過

去

を
熟
と

為
し
、

近
世
を
脱
と

為
す

。

地
涌
等
は

是
れ

な
り

。

復
た

次
に

中

間
を
種
と

為
し

、

四

味
を
熟
と

為

し、

王

城
を

脱
と

為
す

。

今
の

開

示
悟
入

の

者
な
り。

復
た

次
に

今
世
を
種
と

為
し

、

次
世
を
熟
と

為
し

、

後

世
を

脱

と

為
す

。

未
来
得
度
の

者
、

是
れ
な

り
。

未
だ

是
れ
本
門
な

ら

ず
と

雖

も、

意
を

取
っ

て

説

く
の

み
。

其
の

間

節
節
に一．一

世
九

世
を

作

り、

種
と

為
し

熟

と

為
し
脱
と

為
す

。

（

大

正
蔵
三

四

−
二

下）

　

こ

れ

は

『

文
句
』

の

四

種
釈
の

相
を
示

す
中

、

因
縁
釈
に
つ

い

て

説

い

た

箇
所
で

あ
る

。

や

は

り
種
・

熟
・

脱
に
つ

い

て

言
及
が

な
さ
れ

て

い

る
。

そ

れ

に

よ

る

と
、

［

久

遠

種
・

中

間

熟
・

今
日

脱
］

、

［

久

遠

種
・

過
去

熟
・

近

世
脱
］

、

［

中

間

種
・

四

味

熟
・

法
華

脱
］

、

［

今
世

種
・

次
世
熟
・

未
来
脱
］

と
い

う
よ

う
に

、

種
・

熟
・

脱
の

時
機
は

経

の

所
説
に

応
じ
て

お

り
、

一

概
に

定
め

ら

れ
る

も
の

で

は

な
い

。

　

設
教
の

元
始
と
い

う
意
味
か

ら
す
れ

ば
、

大
通
智
勝
如
来
と

の

因
縁

こ

そ

が

如
来

の

三

益
中

の

種

に

ふ

さ

わ

し
い

と
い

う
こ

と

は

『

法

華

経
』

本

文
か

ら

も
十
分
に

首
肯
で

き
る

は

ず
で

あ
っ

た
。

し

か
し

、

前

述

の

『

玄

義
』

と

『

文

句
』

、

い

ず
れ
に

お
い

て

も
智
頻
は

大
通

結
縁

と

の

関

連
を

示
し

て

い

な
い

。

『

玄

義
』

の

資
料
に

つ

い

て

は

種
・

熟
・

脱
の

根
拠
が

「

化
城

喩
品
」

に

求
め

ら

れ

て

も
よ

か
っ

た
。

ま
た

『

文
句
』

の

資
料
に

つ

い

て

は
、

い

か
な

る

所
説
で

あ
っ

て

も

種
の

時

機
を

大
通

結
縁
に

定
め
、

た
と

え
ば

「

久
遠

種
」

と

す
る

こ

と

も

で

き

一 758 一
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る

の

で

は

な
い

か
。

と

こ

ろ

が

大
通

智
勝
如
来
に

つ

い

て

は

言
及
す
ら

さ

れ

て

い

な
い

の

で

あ
る

。

　

　
　

　

　
　

　
　

　

　
　

　
　

　

　
　

　
　

　

　
　

　
　

　

　
　
（

7）

　

も
ち
ろ

ん

智
顕
が

大
通
智
勝
如
来
の

故

事
に

言
及
し

て
い

る

所
説
も

あ
る

も
の

の
、

全

体
と

し
て

は

そ
こ

ま
で

積
極
的
に

用
い

ら
れ
て

い

る

と
い

う
印
象
に

は

至
ら

な
い

の

で

あ
る

。

　

で

は

湛
然
の

場
合
は

ど

う
で

あ
ろ

う
か

。

湛
然
は

前
述

『

玄
義
』

の

傍
線
部
箇
所
を

注
釈
し

て
、

次
の

よ

う
に

述
べ

、

智
顕
が

そ
の

根
拠
と

し

た

「

信
解
品
」

で

は

な
く

、

「

化
城

喩
品
」

に

着
目

し
た

。

　

次
に

此
の

経
の

下
は

正

し

く
今
経
の

意
を

明
か
す

。

且
ら

く
迹

中
の

大

通
を

　

指
し

て

首
と

為
す

。

（
『

玄
義
釈
籤
』

、

大
正
蔵
三

三

　
八

二

五

下
）

　
『

法
華

経
』

が

教

化
の

始
終
を

明
か

す
と
い

う
理

解
は

智
顕
も

湛
然

も

同
様
だ

が
、

具
体
的
な
仏
名
を

示
さ
な
か
っ

た

智
顕
に

対
し

て
、

湛

然

は

元

始
と

な
る

仏
を

大
通
智
勝
如
来
と

明
確
に

定
め

た
の

で

あ

る
。

三

　
大
通

結
縁
と

三

周
説

法

　

ま

た

湛
然
が

『

法
華
経
』

の

三

周
説

法
（
法
説
・

譬
説
・

因
縁
説）

に

大

通

結
縁
を

位
置
付
け
た
こ

と
は

、

次
の

所
説
か
ら
読
み

取
る
こ

と

が

で

き

る
。

「

三

周

皆
有
此
意
」

と

は
、

若
し

繋
珠
を
以
て

上
の

二

周
に

望

め
ば
、

法
説

は

但
だ

仏
樹
に

在
り
と

は、

初
め

に

道
樹
に

坐

し
大
を

用
い

ん

と

思
う
時
な

り
。

法
説
の

時

に

未
だ

往
古
を
論
ぜ

ざ
る

を
以

て
、

且

ら

く
現
文
に

拠
る

。

若
し

譬
周
の

中
に

二

万

億
仏
在
り
。

彼
亦

た

未
だ

塵

点
界
を
論
ぜ

ざ
る

が

故

「

大
通
結
縁
」

に

関
す
る
い

く
つ

か
の

間

題
（
神
　
達
）

な
り

。

然
れ

ば
上

中
二

周
は

、

豈

亦
た

大
通
の

仏

所
に

於
て

曾
て

珠
を

繋
く

る
こ

と

有
ら

ざ
ら
ん

や
。

探
領
の

中
に

尚
法
身
を

領
す
る

が

如
し

。

豈

道
樹

の

み
な

ら
ん

や
。

且

ら

く
現
文
に

約
す
の

み
。

但
だ

根
利
な

る

に

由
り
聞
い

て

便
ち

信
解
し

、

昔
を

指
す
こ

と

を

仮

り
ず

。

是

の

故
に

未
だ

論
ぜ

ず。

（
『

文
句
記
』

、

大
正

蔵
三

四

ー
三

〇

四
上
）

　
『

文
句
』

に

衣

裏
繋
珠
の

譬
喩
を
解

釈
す
る

中
に

、

三

周
に

繋

珠
・

酔
臥
・

起
行
の

三

意
あ
り
と

説
く

箇
所
が

あ

り
、

こ

れ

は

湛
然
が

そ
の

文
を

注
釈

し
た

も
の

で

あ
る

。

繋
珠
の

意

義
を

法

説
・

譬

説
に

望

め

ば
、

法
説
で

は
「

方
便
品
」

の

「

我
始
坐
道

場
…

」

が
、

譬
説
で

は
「

譬

　
　

　

　
　

　
　

　

　
　

　
　

　

　
　

　
　

　

　
　

　
　

　

　
　

　
（
8

）

喩
品
」

の

舎
利
弗
が

過
去
に

仕
え
た
二

万

億
仏
が

相
当

す
る

と

い

う
。

法
説
・

譬
説
の

段
階
で

は

塵
点
劫
の

過
去
を
論
じ

て

い

な
い

か
ら

、

上

記
の

文
を

引
い

て
い

る
。

し

か

し
湛
然
は

、

法
説
の

上

根
人
も
譬
説
の

中
根
人

も
実
は

か
つ

て

大
通
の

所
で

珠
を
繋
け
て

い

た

と
い

う
こ

と

を

強
調
す
る
の

で

あ
る

。

　

法
説
・

譬
説
・

因
縁
説
に

上

根
・

中
根
・

下

根
を

配

当
す
る
と

い

う

説
は

す
で

に

法
雲
に

見
ら

れ
、

こ

の

基

本
的
な

構
造

は

そ
の

後
の

吉
蔵

や

智
顕
に

も
受
け
継
が

れ

て
い

る
。

三

周
説
法
を

め

ぐ
っ

て

古
来
種
々

　
　

　

　
　

　
　

　

　
　

　
　

　

　
　

　
　

　

　
　

　
　
（
9

）

の

見
解
が

あ
っ

た
こ

と
は
、

『

文

句
』

に

よ
っ

て

知
ら

れ
る

が
、

そ
こ

で

は

湛
然
が

述
べ

て

い

る

よ

う
な
三

周
の

人

が

全

て

大
通

結
縁
で

あ
る

と

い

う
説
を
見
る

こ

と

は

で

き

な
い

の

で

あ
る

。

　

こ

の

よ

う
な
湛
然
の

理

解
は

後
に

日

本
に

お
い

て

も

論
じ
ら
れ

た

と

こ

ろ

で

あ
る

。

湛
然
の

「

法
・

譬
二

周
得
益
之
徒

、

莫
非
往
日

結
縁
之

二

〇

七
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「

大
通
結
縁
」

に

関

す
る

い

く
つ

か
の

間
題
（

神
　
達）

　
　

　（
10）

輩
」

の

文
に

対
し

て
、

証

真
は

四

の

問
答
を
設

け
る

。

要

約
す
れ

ば
、

　
　

　
　
　

　
（
11）

以
下
の

通
り
で

あ
る

。

　
・

【

問
】

「

譬
喩
品
」

に
二

万
億
の

仏

所
に
て

結
縁
し

た

と

さ

れ

る

舎

　
　
利
弗
も
大
通
結
縁
と

言
え
る
の

か
。

　
　
【

答
】

「

授
記
品
」

に

四

大
声
聞
に

対
し
て

宿
世
の

因
縁
を

説
く
と

　
　
あ
る

か

ら
、

中
根
は

大
通

結
縁
の

人
で

あ
り

、

上

根
も
そ
れ

に

準

　
　
じ
る

。

中
根
・

上

根
は

利
根
で

あ

る

か

ら

説
か

な
い

が
、

『

法
華

　
　

経
』

は
一

経
を
通
じ
て

往
日
の

因

縁
を
説
く
た

め

に

あ
る

。

　
・

【

問
】

『

法
華

秀
句
』

に

よ

れ
ば

、

舎
利
弗
は

大
通
結
縁
で

は

な
い

　
　
（
と

最
澄
自
身
が

言
っ

て

い

る

で

は
な
い

か
）

。

　
　
【

答
】

徳
一

が
「

譬
喩
品
」

の

経

文
を
引
用

し
つ

つ

「

十
六
王
子
」

　
　
と

言
っ

た
こ

と
に

対
し

て
、

最
澄
は

品
の

相
違
を
批
判
す
る

の

で

　
　
あ
っ

て
、

舎
利

弗
が

大
通
結
縁
で

は

な
い

と
言
っ

て

い

る
の

で

は

　
　
な
い

。

　

亠
問
】

大

通

結

縁
の

後
に

小

乗
の

教

を

受
け
る

こ

と

が

あ
る

。

　
　
二

万
億

の

仏

所
に

て

結
縁
し
た

の

に
、

ど

う
し

て

退
く
こ

と

が

あ

　
　
る

の

か
。

　
　
【

答
】

進

退
は

し

ば
し

ば

あ
る

こ

と
で

あ
る

。

　
・

【

問
】

元

来
小
乗
に

住
す
る

人
が

ど

う
し

て

全

て

大

通
結

縁
の

者

　
　
と

言
え

よ

う
か

。

　
　
【

答】

小
乗
の

人
に

も

大
乗
の

縁
が

あ
る
と

い

う
こ

と
で

あ
る

。

　

第
二

の

問
答
は

三

周
の

人
が

大
通
結

縁
で

あ
る

か

を

問

う
も
の

と

　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　
　

　
　
　

二

〇
八

　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　
　

　
　
　
（

12）

な
っ

て
い

る

が
、

引
用
す
る

『

法
華

秀
句
』

の

該
当
箇
所
が

そ
の

よ

う

な

問
題
提
起
を
し

て

い

る

訳
で

は

な

く
、

『

法
華
経
』

を

権
の

教
え
と

す
る

か

否
か

に
つ

い

て

徳
一

の

主
張
と

最
澄
の

批
判
が

示
さ

れ

る

の

で

あ

る
。

徳
一

が

『

法
華

経
』

を

権
と

す
る

根
拠
は

、

舎
利
弗
等
が

仏
と

結
縁
し

た
こ

と

を
忘
れ

て
、

小
乗
の

立
場
に

退
い

て

お

り
、

『

法
華
経
』

が

そ

の

よ

う
な

声
聞
を
対

象
に

教
え
を
説
く
か

ら
で

あ
る

と
い

う
。

　
『

法
華

経
』

の

教

相
に

関

し

て

見

解
を

異
に

す
る

天

台
宗
と

法
相
宗

と

の

論

争
の

場
合

、

そ

の

論

点
の
一

つ

は

二

乗
作
仏
の

問
題
で

あ
る

。

大
通
智
勝
如
来
と
結

縁
し

た

か

否
か

で
は

な

く
、

そ
の

声
聞
が
ど

の

よ

う
な
過
程
を

経
て

成
仏

す
る

か

と
い

う
こ

と

に

し

ば

し

ば
関
心
が
寄
せ

ら

れ
て

い

っ

た
。

以

下
、

「

化
城
喩
品
」

経
文
の

解
釈
を

通
じ

て
、

関

心

の

所
在
に
つ

い

て

具

体
的

に

論
じ

て
い

き

た
い

。

　
　

四

　
「

生

滅

度
想

、

当
入

涅
槃
」

の

解
釈

　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　
（

13V

　
「

化
城

喩
品
」

で

は

次
の

よ

う
に

説
く

。

　
十

六

王
子
の

教
化
を
受
け
た

衆
生
が

声
聞
地
に

と

ど

ま
り

、

師
の

滅

後
に

は

『

法
華
経
』

を
聞
か

ず
菩
薩

行
を

知
ら

ず
に

、

自
ら
の

得
た

功

徳
に

滅
度
の

想
を
生

じ
て

、

そ

れ

ぞ
れ
の

浬
槃
に

入
る

で

あ
ろ

う
。

私

（

釈
迦

如
来
）

は

他
の

国

土

に

お
い

て

別
の

仏
と

し

て

現
れ

る

が
、

彼
の

者
た

ち

も
、

滅

度
の

想
を
生
じ

て

涅
槃
に

入
っ

た

と

し

て

も
、

そ
こ

で

『

法
華
』

を

聞
き
仏
道
を

求
め
る

こ

と

に

な
る

で

あ
ろ

う
。

　
こ

の

所
説
に

お
い

て
、

「

生

滅
度

想
、

当
入
涅

槃
」

あ
る
い

は

「

生
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滅
度

之
想

、

入

於

浬

槃
」

は

「

化

城
喩

品
」

の

要
句
と

し

て

諸

師
に

よ
っ

て

引
用

、

解
釈
さ

れ

る

と

こ

ろ

で

あ
る

。

　

湛
然
が

基
の

『

法
華
玄
賛
』

を

受
け
て
こ

の

句
を
引
用
し

、

二

乗
の

廻
心
向
大
の

問
題
を

論
じ

て

い

る

こ

と
は

、

呉
鴻
燕
氏
の

先
行
研
究
に

　
　（
14）

詳
し
い

。

呉
氏
に

よ

れ

ば
、

中
国
天
台
に

お
い

て

「

生

滅
度
想
…

」

の

句
は

以
下
の

よ

う
な
教
学
上

の

展
開
を

見
せ

て

い

る
。

　
・

二

乗
は
自
ら
の

作
仏
を

知
る

か

否
か

。

智

顕
、

湛
然
と

も
に

、

滅

　
　

度
の

想
を
生
じ

る

時
に

声
聞
は

自
ら

の

作
仏
を
知
ら

な
い

が
、

後

　
　
　
　

　
　
　
　

　
　
　
　

　
　
　
　
　

　
　
　
（
15
）

　
　

に

余
仏
に

会
う
こ

と

で

理

解
す
る

と

解
釈
す
る

。

　
・

基
に

よ
れ

ば

決
定
種
姓
の

声
聞
は

無
余
涅

槃
に

入
り
灰
身
滅

智
し

　
　

永
遠

に

廻

心
し

な
い

の

だ

が
、

そ

れ
は

妥
当
な

見

解
か

。

湛
然

　
　

は
、

『

法

華
論
』

の

四

種
声
聞
に

は

現

在
と

未
来
の

意
が

あ
る

と

　
　

し
、

滅
度
の

想

を
生

じ
る

の

は

現

在
の

情

執
に

よ

る

も
の

で

あ

　
　
　
　

　
　
　
　

　
　
　
　

　
　
　
　
　

　
　
　
　
（
16
）

　
　

り
、

未

来
に

経
を

聞
き
成
仏
で

き
る

と

解
釈
す
る

。

ま
た

智
頻
は

　
　

滅
度
の

想
を
生
じ

た

人
が

命
終
後
に

経
を

聞
く
仏
土
を
方
便
有
余

　
　
　
　

　
　
　
　

　
　
（
17）

　
　

土
で

あ
る

と

規
定
す
る

。

　
・

二

乗
が

廻
心
す
る

時
と

教
を
ど

の

よ

う
に

考
え
る

か
。

智
顕
に

よ

　
　

れ

ば
、

仏
に

は

顕
・

密
の

二

説
（
二

教）

が

あ
り

、

顕
説
で

は
二

　
　

乗
は

『

法
華
』

に

至
っ

て

悟
る

。

密

教
で

は

爾
前
に

お
い

て

悟
る

　
　
　
　

　
　
　
　

　
（

18）

　
　

こ

と

も
あ
る

と

い

う
。

ま
た

滅
度
の

想
を
生
じ
た

二

乗
は

そ
の

こ

　
　
　
　

　
　
　
　

　
　
　
　

　
　
　
　
　

　
　
　
　

　
（
19
）

　
　

と

を

晦
い

、

方

等
時
に

お
い

て

廻
心

す
る

と
述
べ

る
。

　
・

滅
度
の

想
を
生

じ

廻
心
す
る

人
を

、

基
は

凡
夫
と

規

定
す
る

が
、

「

大
通
結
縁
」

に

関
す
る
い

く
つ

か
の

間
題
（

神

　
達
）

　
　

湛
然
は

無
学
の

阿
羅
漢
を

指
す
等
々

、

湛
然
は

『

法
華
玄

賛
』

に

　
　

　
　
　
　

　
　
　
　

　
　
　
　

　
　
　
　
　

　
　
　
　

　
（

20）

　
　

お

け
る

「

生

滅
度
想
…

」

の

句
の

解
釈
を
批
判
し

て
い

る
。

　

次
に

、

日

本
で

は
こ

の

句
が

ど

の

よ

う
に

解
釈
さ

れ

て

き

た

か

検
討

し
た

い
。

湛
然
が

『

五

百
問
論
』

で

基

の

説
を
批
判
し

て

い

た
こ

と

か

ら
予
想
で

き
る

よ

う
に

、

日
本
で

は

天

台
と

法
相
と

の

論
争
に
こ

の

句

が
用
い

ら

れ

る

こ

と

が
確
認
で

き

る
。

　

端
的
な
例
と

し
て

次
の

『

決
権
実
論
』

の

問
答
を
挙
げ

る
。

問
う

。

入
滅
の

二

乗
は

迴
心

向
大

す
と

為
す
や
否

や
。

答
う

。

入
滅
の

二

乗
は

灰
身
滅
智
す

。

是
の

故
に

迴
心

向
大
せ

ず
。

唯
だ

清

浄
真
如
有
る

不
定
性
の

二

乗
、

定
ん

で

入
滅
せ

ざ

る
が

故
な
り

。

難
じ

て

曰

く
。

法
華
経
第
三

化
城

喩
品
に

、

「

是

人
雖
生

滅

度
之

想
、

入

於

涅
槃

、

而
於
彼
土

求
仏
智
慧

、

得
聞
是

経
」

と
云

う
に

違
す

。

北
轅
者、

通

じ
て

曰

く
。

末
学
者
第
七
の

問
難

。

今
愍

み

教
授

し
て

云

く
。

汝、

已
・

今
・

当
の

三

字
の

差
別
を
知
ら
ざ
る

に
由

り
て

、

而
も
是
の

如
く

迷

執
す

。

経
に

唯
だ

「

当
入
涅
槃
」

と

言
い

、

「

已

入
」

と

言
わ

ず
。

亦
た

「

今
入
無
余
涅

槃
」

と

言
わ

ず
。

当
に

知
る
べ

し
。

彼
の

法

華
経
は

不
定

性

の

声
聞
の

有
余
涅
槃
に

住
し
て

無
余
に

入
ら
ん
と

求
む
る

に

約
し
て

、

而

も

「

当
入

涅
槃
」

と

説
く

。

「

巳
入

無
余
涅
槃
」

と
説
か

ず
。

後
に

彼
よ

り
起

り

て

迴
心
向
大

す
。

【

屯
嘔
ゾ

山
家、

救
い

て

云

く
。

汝
が

已
・

今
・

当
の

失
、

北
轅
自
ら

犯

す
所
に

し

て
、

是
れ

山
家
の

犯

す
に

あ

ら

ず
。

汝
、

今
諦
に

聴
け

。

善
く
之
を

思
念
せ

よ
。

山

家
所
引
の

文
は

但
だ

「

是

人
雖

生
滅
度
之

想、

入
於
浬
槃、

而
於
彼

土

求
仏
智
慧

、

得
聞
是
経
」

の

句
有
り
て
、

以
て

「

当
入
涅
槃
」

の

句
無
し

。

今
北
轅
者
何
の

「

当
」

の

字
を
以

て

偽
り

て

已
・

今
を

嘖
む

。

若
し

「

生

滅

度
想

、

当
入
涅
槃
」

の

経
文

を
引

く
と

言
わ
ば
、

其
の

句
の

「

当
」

の
一

字

二

〇
九
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「

大
通
結
縁
」

に

関
す
る

い

く
つ

か
の

問
題
（

神
　
達）

　

は

過
去
の

事
を

説

く
と

為
す
や、

未
来
の

事
を

説
く
と

為
す
や

、

現
在
の

事

　

を

説
く
と

為
す
や

。

【

以

ド

略】

（

伝
教

大

師
全
集
ニ

ー
六
九
五

〜
六

九
六
）

　

入
滅
の

二

乗
が

廻
心

向
大
す
る

か

と
い

う
問
に

、

二

乗
は

灰

身
滅

智

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　
（
22）

し

て

廻
心

向
大
す

る
こ

と

は

な
い

と

い

う
法
相
側
の

答
を

推
定

す
る

。

対
す
る

最
澄
は

「

生

滅
度
想
…

」

の

句
を

経
証
と

し

て

批
判
す
る

。

徳

一

は
こ

の

経
文
に
つ

い

て
、

不
定
性
の

二

乗
が

無
余
涅
槃
に

入

ろ

う
と

有
余
涅
槃
に

住
し

て

い

る

段
階
で

廻

心

向
大

す
る

と

解
釈
す
る

。

そ
れ

は

経
文
に

「

当

入

涅
槃
」

と

説
く
か

ら

で

あ
っ

て
、

最
澄
は

已
・

今
・

当
の

区
別
が
つ

い

て

い

な
い

と

す
る

。

そ
れ
に

対
し
て

最
澄
は

、

自
ら

が

引
用

し

た

経

文
は

「

当
入
涅

槃
」

で

は

な
く

「

入
於
涅
槃
」

で

あ
っ

て

徳
一

の

批

判
は

当
た

ら

な
い

と

言
う

。

「

当
入
涅

槃
」

の

句
を

引
用

し

た

と

し

て

も
、

こ

の

「

当
」

が

過

去
・

現
在
・

未
来
の

事
に
つ

い

て

説
い

て

い

る

と

す
れ

ば
、

経
の

所
説
と

相
違

す
る
と

述
べ

て

い

る
。

　

こ

れ

に

先
立
つ

『

守
護
国

界
章
』

、

ま

た

時
代
は

下
る

が

源
信

コ

乗
要
決
』

に

お
い

て

も
、

こ

の

問
題

は

さ

ら
に

詳
細
に

論
じ

ら
れ
て

い

る
。

両

書
に

お
い

て

も
、

「

生

滅
度
想
…

」

の

経
文
は

重
要
な
キ

ー

ワ

ー

ド
と

な
っ

て

い

る
。

た

と
え

ば

『

守
護
章
』

で

最
澄

は

「

大

薦
の

賓
」

の

所
説
を

引
用
し

、

二

乗
は

有

余
涅

槃
に

あ
る

時
に

滅

度
の

想
を
生

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　
　
　
　
　
　
　
（
23）

じ
、

こ

れ

に

乗
じ

必
ず
無
余
涅

槃
に

入

る
こ

と

を

示
し

、

ま
た

『

一

乗

要
決
』

で

源
信
は

『

五

百
問

論
』

の

問

答
を

用
い

、

「

生

滅
度

想
」

と

は

『

法
華
経
』

で

も

『

大

智
度
論』

で

も

「

得
阿

羅
漢
」

の

意
で

あ
る

　

　

　

　（
24
）

と

解

釈
す
る

。

五

　
結
論

二
一

〇

　

天
台
教
学
に

お
い

て

『

法
華
経
』

の

主

要
な
教
相
と

し

て

大

通

結
縁

を
位

置
付
け
る

こ

と
が

あ

る

が
、

智
顕
の

所
説
を

検
討
し
て

み

る

と
、

大
通
結
縁
の

教
説
を
こ

と

さ

ら

に

強

調
し

て
い

な
い

こ

と

が

確
認
で

き

る
。

大
通

智
勝
如

来
を

設
教
の

元

始
と

言
明
し
た

の

は

湛
然

で

は

な
い

か

と

考
え
る

。

湛

然
は

『

法
華
経
』

三

周
の

入
全
て

大

通

結

縁

で

あ
る

と

示
峻
す
る

が
、

湛
然
に

至
っ

て

な
ぜ

大
通
結
縁
の

意

義
が

重

ん

じ

ら

れ

た
の

か
。

そ

れ

は
、

大
通

智
勝
如
来
と

結
縁
し
た

後、

声
聞

が
い

か

に

し

て

成
仏
に

至

る
の

か
と
い

う
こ

と

に

関
心
が
向
け
ら

れ

た

か

ら
で

あ
ろ

う
。

「

化
城
喩
品
」

の

「

生

滅

度
想

、

当
入

涅
槃
」

の

解
釈
を
め

ぐ
っ

て

諸
師
が

論
を

戦
わ

せ

た

の

も
、

二

乗
の

廻
心
と

い

う
問
題
が

あ
っ

た
か

ら
で

あ
る

。

湛
然
は

『

五

百
問
論
』

に

お
い

て

こ

の

問
題
を

採
り
上
げ

、

基
の

『

法
華
経
』

理
解
に

異
を

唱
え
た

。

こ

の

こ

と
か

ら

も

推
測
で

き
る

よ

う
に

、

「

生

滅
度
想

…
」

の

句
の

解
釈
は

日

本
で

も

天
台

宗
と

法
相
宗
の

問
で

盛

ん

に

論
じ

ら

れ

た
。

教

学
上

重

要

な

問
題

は
さ

ら
に

見
出
せ

る

と

思

う
が

、

十

分
な

検
討
を

加
え

て

い

な
い

の

で
、

そ
れ

は

後
日

の

課
題
と

し

た
い

。

1
　
大
正

蔵
三

四

ー
二

二

〇

下
を

参
照

。

2
　
た
と

え
ば

平
了
照

『

天

台
宗
の

教
義』

　
一

二

頁
を

参
照

。

（
天

台
宗

務
庁、

昭

和
四
六

年）
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3
　
岡
田

行
弘
氏
は

日

月
灯
明

如
来
と

大

通
智
勝
如
来
を
比

較
検
討
し

、

大

　

通

と

久
遠
実
成
の

釈

迦

如
来
の

関
連
に

も
言

及
す
る

。

そ

の

中

で

十
六

　

王

子
に

よ

る

覆
講

は
、

そ
の

後
の

「

法
師
品
」

や

地

涌
菩
薩
の

物
語

に

継

　

承
さ

れ
る

と
い

う
。

大
通
智
勝
如
来
の

故

事
が

『

法
華
経
』

全
体
を

貫
く

　

大

き
な
テ

ー
マ

で

あ
る

こ

と

が

理
解
で

き
よ

う
。

「

『

法
華

経
』

化
城

喩
品

　

の

大
通

智
勝
仏
」

（

『

伊

藤
瑞
叡
博
士

古
稀
記

念
論
文

集

法
華
仏
教
と

関

　

係
諸
文
化
の

研
究
』

所
収

、

山

喜
房
仏

書
林

、

平
成
二

五

年）

を
参
照

。

4
　
「

五

百

弟
子
受
記
品
」

に

説
か

れ
る

。

大
正

蔵
九

　
二

七

下
を

参
照

。

5
　
大
正
蔵
三
三

　
八
〇

八

中
〜

下

を
参
照

。

6
　
『

法
華
義
記
』

、

大
正

蔵
三

三

−
六
三
三

上
〜

下
を

参
照

。

7
　
た

と

え
ば

、

 
過
去

に

『

法
華
』

を

説
い

て

き
た

仏
と
し

て

日

月
灯
明

　

等
と

並

列
し
て

大
通
智

勝
如
来
の

名
が

挙
げ

ら
れ

る
（
『

玄

義
』

、

大
正

蔵

　

三

三

−
六

八

四
上
）

。

 
大
通
智
勝

如
来
が

『

法
華
』

の

弄
引
で

あ

り
、

　

大
通

以

来
『

法
華
』

を

説
く
た

め

に

方

便
を

設
け
て

き

た

（

同
七

〇

四

　

中
）

。

 
本
迹
の

関

係
か

ら

中

間
の

仏
と

し

て

然

灯
仏
と
と

も
に

名
が

挙

　

げ

ら

れ

る

（

『

文

句
』

、

大

正

蔵
三

四

−
二

下

〜
三

上
）

。

 
五

千

人

退

座

　

の

人

を

結
縁
衆
と

し
、

結
縁
の

根
拠
を
大
通
の

故

事
に

求
め
て

い

る

（
同

　

四
九

上
）

等
で

あ
る

。

8
　
舎
利
弗
が
二

万

億
の

仏
に

仕
え
た

所
説
は

実
際

に
は

譬
説
で

は

な

く
法

　

説
で

あ
る

。

9
　
智
顕
は

旧
来
の

諸

師
の

見
解
を

ふ

ま

え
な
が

ら
、

三

周
説
法
の

問
題

点

　

を
十

に

ま
と

め
て

い

る
。

大
正

蔵
三

四

　
四
五

下

〜
四
八

上
を

参
照

。

10
　
『

玄
義
釈
籤
』

、

大
正

蔵
三
三

i
八
一

八

上
を
参
照

。

11
　
「

玄
義
私
記
』

、

仏
全
二
一

−
五

上

を
参
照

。

12
　
伝
教
大

師
全
集
三
、

五

頁
を
参
照

。

13
　
大
正

蔵
九

−
二

五

下
の

取
意

。

14
　
呉
鴻
燕

『

湛
然
『

法

華
五

百
問

論
』

の

研

究
』

（
山
喜

房
仏

書
林

、

平

「

大
通
結
縁
」

に

関
す
る
い

く
つ

か

の

間
題
（
神
　
達
）

　

成
一

九

年）

＝
ハ

三

〜
一

七

七

頁
を

参
照

。

15
　
『

文
句
』

大
正

蔵
三

四

−
四

八

中、

『

文
句
記
』

　

上

を

参
照

。

大
正

蔵
三

四

−
二

三

〇

16
　
『

五

百
問
論
』

、

新

続
蔵
一

〇
〇

1
六
六

九
上

を

参
照

。

17
　
『

文
句』

、

大
正

蔵
三

四

−
一

〇

〇
上

を

参
照

。

18
　
「

文
句』
、

大
正

蔵
三

四

−
四
七

下

〜
四
八

上

を

参
照

。

19
　
『

摩
訶
止

観
』

、

大
正

蔵
四

六

−
三

五

上

を
参
照

。

20
　
『

五

百
問
論
』

、

新
続
蔵
一

〇
Ql

七
五

二

上

〜

下
を

参
照

。

21
　
【

中
略】

部
分
に

、

徳
一

は

『

正

法
華
経
』

の

「

臨

欲

滅
度

、

仏

在
前

　

住

…
」

（

大
正

蔵
九

ー
入

五

下）

の

句
を

引
用
す

る
。

無
余
涅
槃
に

入

り

　

灰

身
滅

智
す
れ

ば

虚

空
の

よ

う
で

あ

り
、

仏
の

前
に

住
す

る
と

い

う

所

　

説

は

成
り
立

た

な
い

と

す
る

。

【
以

下

略】

部
分

に
、

最
澄
は

経
の

「

彼

　

土
」

と

は

無
余
涅
槃
の

こ

と
で

は

な

く、

徳
一

の

誤
読
で

あ
る

こ

と

を

指

　

摘
す
る

。

22
　
た
だ

し

不

定
性
の

二

乗
の

場
合
は

清
浄
真
如
を

有
し

入
滅
し

な
い

。

23
　
伝
教
大
師
全

集
二

、

五

四
四

頁
を

参
照

。

24
　
大
正

蔵
七

四

−
三

三

〇

中
を

参
照

。

〈

キ

ー
ワ

ー

ド
〉

　
大
通

結
縁

、

　
　
　
　

　

　
　

台
教

学

『

法
華
経
』

「

化
城
喩
品
」

、

「

生

滅
度

想
」 、

天

（

大
正

大
学
特
任
専
任
講
師
）

二
一
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